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諮 問 書  

食品衛生法（昭和22年法律第233号）第11条第1項の規定に基づき、下記の  

事項について、貴会の意見を求めます。  

記  

次に掲げる農薬の食品中の残留基準設定について  

クロチアニジン   





平成20年12月18日  

薬事・食品衛生審議会  

食品衛生分科会長 吉倉 虞 殿  

薬事。食品衛生審議会食品衛生分科会   

農薬・動物用医薬品部会長 大野 泰雄  

薬事。食品衛生審議会食品衛生分科会  

農薬。動物用医薬品部会報告について   

平成20年9月18日厚生労働省発食安第0918001号をもって諮問された、食  

品衛生法（昭和22年法律第233号）第11条第1項の規定に基づくクロチアニジン  

に係る食品規格（食品中の農薬の残留基準）の設定について、 当部会で審議を行った結  

果を別添のとおり取りまとめたので、これを報告する。   
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（別添）  

クロチアニジン  

1．品目名：クロチアニジン（clothianidin）  

2．用途：殺虫剤   

ネオニコチノイド系殺虫剤である。作用機序は、主にニコチン性アセチルコリン受   

容体アゴニスト作用によるものと考えられる。  

3．化学名：   

（B－1－（2・－Chloro－1，3－thiazol－5－ylmethyl）－3－methyl－2－nitroguanidine（IUPAC）   

［C（D］－N－［（2－Chloro－5－thiazolyl）methyl］－N－methyl－〟’－nitroguanidine（CAS）  

4．構造式及び物性  

分子式  

分子量  

水溶解度  

分配係数  

C6H8C川502S  

249．68  

0．327g／L（20℃）  

logPow＝0．7（25℃）  

（メーカー提出資料より）   



5．適用病害虫の範囲及び使用方法  

本薬の適用病害虫の範囲及び使用方法は以下のとおり。   

（1）16．0％クロチアニジン水溶剤  

本剤の  クロチアニジ  

作物名  適用病害虫名   
希釈  

使用液量   
倍率  

使用時期  使用  使用    ンを含む農薬  

回数  方法    の総使用回数   

ウン力無  

ツマタ～ロヨコバイ  60～150  
4000倍  

カメムシ類  L／10a   

稲  イネドロオイムシ  収穫7日前まで  3回以内  散布   

ウンカ痙  
4回以内  

¢カメムシ類  1000倍  25L／10a   （育苗箱散布  

イネドロオイムシ  は1回以内、  

ウンカ類  
本田では3回  

育苗箱  

ツマターロ氾ハ○ィ  

育苗箱  
以内）  

稲  
の上か  

7柑ピコヤが   使用土壌約5L）  
移植3日前～  

（希育苗）  移植当日   
1回    ら均一  

イネド吋イムシ  1箱当たり  に散布  

イネミス●リ○ウムシ   500mL  する  

ミナミキイロアサ○ミウマ  
2000′－  

きゅうり  アブさラムシ類  
4000倍   

4回以内  

コナシ○ラミ類  （育苗期の株  

元処理及び定  

植時の土壌混  

和は合計1回  

100～300  

収穫前日まで  3回以内  散布  
以内、散布は3  

L／10a  
コナシ○ラミ類  

回以内）   

メロン   
ミナミキイPアサ○ミウマ   

トマトハモク○リハーェ  2000倍   

げラムシ類  4000倍  4回以内  

（定植時の土  

すいか  
2000倍   

壌混和は1回  

卵ハムシ  以内、散布は3  

回以内）  

「‾‾‾1   



（1）16．0％クロチアニジン水溶剤（つづき）  

クロチアニジ  

作物名  適用病害虫名   希釈   使用液量   使用時期   
本剤の  

ンを含む農薬  
倍率  使用回数   

4回以内  
ミナミキイロアサ～ミウマ  

2000倍   （育苗期の株元  
ハモク一リハ～ェ類  

処理及び定植時  
なす  

アデラムシ類  の土壌混和は合  

マメハモクチリハ～ェ  計1回以内、散布  
2000～  

コナゾラミ類  は3回以内）  

4000倍   
アデラムシ類  3回以内   4回以内  

コナシナラミ類  （鉢上時の株元処  

理、育苗期後半の  
トマト  

収穫前日まで  
ミニトマト  

株元処理及び定  

ハモク～リハ～ェ類  2000倍   植時の土壌混和  

は合計1回以内、  

散布は3回以内）  

3回以内  

アデラムシ類  2000～  （育苗期の株元  

コナシ～ラミ類  4000倍  
ピーマン  

処理及び定植時  

100へノ300  
の土壌混和は合  

散布  
L／10a  

は2回以内）  

3回以内  

（は種時の土壌  

だいこん   2000一－  収穫7日前まで  混和は1回以内、  
アデラムシ類  

4000倍   は種後は2回以  

2回以内  
内）   

3回以内  

（育苗期の株元  
レタス  

ナモク～リバェ   2000倍   処理は1回以内、  

散布は2回以内）  

2000～  3回以内  
アデラムシ類  

4000倍  収穫3日前まで  （は種時の散布、  

育苗期の株元処  

キャベツ  理及び定植時の  
アオムシ  

2000倍   土壌混和は合計  
コナが  

1回以内、散布は  

2回以内）  
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（1）16．0％クロチアニジン水溶剤（つづき）   

クロチアニジ  

作物名   
適用病害虫   

使用時期   
本剤の  

名   倍率   使用回数   

4回以内  

ネキ～ァダミウマ  （植付時の植溝処  
2000～  

ねぎ  ネギ′ヰクeリハ○  100～300  理は1回以内、株  
ヰ000倍  

エ  L／10a   元散布は2回以  

内）   

4000倍  
4回以内  

アデラムシ類  

ばれいしよ  
収穫7日前まで   

散布  

混和は1回以内、  

テントウムシタママシ   3回以内  植付後は3回以内）  

類   
2000～  

カメノコハムシ  
4000倍   L／10a   収穫14日前  

テンすイモク∂りハナハさェ  4回以内  
まで  

アブ◆ラム類  （定植前の苗床  

てんさい  1L／へ’－ハ○－  滅注は1回以内、  
100～  

定植前   
苗床  

テンサイげサハナハ～ェ  ホ●ット1冊  1回  
漉注   

散布は3回以内）  

カメノコハムシ  
200倍  

（3L／m2）  

豆類  

（稀実、ただ  
2000～  

し、だいず、  
4000倍   

らっかせい  

を除く）   
収穫7日前まで   

マメシンクイが  2000倍  

だいず  ア7～ラムシ類  

100～300  
カメムシ類  3回以内  散布   3回以内  

L／10a  
フタスシ○りハムシ   

かぼちや   アブ●ラムシ類  収穫3日前まで   
2000～  

にがうり  ミナミキ小アサやミウマ  
4000倍  

収穫前日まで   

収穫14日前  
チンダンサイ   アデラムシ類  

まで   
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（1）16．0％クロチアニジン水溶剤（つづき）   
タロチアニジ  

作物名  適用病害虫名   希釈 倍率  使用液量   使用時期  本剤の 使用回数  使用方法   ンを含む農薬 の総使用回数   

！  

散布、但し  

花穂の発生期には  

マ折7小鳩覆により  

みょうが  収穫前日  

まで   
散布液が直接  

（花穂）   
花穂に飛散  

しない状態  

ナスコ相イがラムシ  2000倍   
で使用する   

みょうが（花穂）  

の収穫前日まで  
みょうが  

但し、花穂を収穫  
（茎葉）  

しない湯合にあっては  3回以内  

開花期終了まで  

収穫7日前  
みずな   

まで  
アデラムシ類   

100～300  

オクラ  
3回以内  

L／10a  
2000～  

まで  

れんこん  叩イタビレげラムシ  
4000倍  収穫7日前  

まで  

散布  

アデラムシ類  
えだまめ  

カメムシ類  

4回以内  

（は種時の  

アオムシ   2000倍  
散布、育苗期  

収穫3日前  の株元処理  

デロツコリー  まで  及び定植時  

の植穴処理  

アデラムシ類   土壌混和は  

2000～  
合計1回以内、  

4000倍  
散布は3回以内）   

ネキ÷ァサ～けマ  

にら  3回以内  

アデラムシ類  



（1）16．0％タロチアニジン水溶剤（つづき）  

クロチアニジ  

作物名  適用病害虫名   
希釈倍 率  使用液量  使用時期  本剤の 使用回数   

使用  
ンを含む農薬  

方法  
の総使用回数   

2000～  
アデラムシ類  

3回以内  

4000倍   
収穫3日前  

（育苗期の株  

非結球レタス  2回以内   
まで  

元処理は1回  

ナモク～リハ÷ェ   100・－300  以内、散布は2  

L／10a  回以内）  

アデラムシ類  

アスハ○ラがス  ネキ○ァサ～ミウマ  

収穫前日  

シ■ユタ減′クヒ■げハムシ   
まで   

カルシ類  

キンモンホリが  

キ○ンモンハモク○畑○  

シンクイムシ類  
りんご  

2000～  

4000倍  

リンコ～ヮタムシ  

収穫前日  

ケムシ類  
まで   

散布  

シンクイムシ類  3回以内  3回以内  

アデラムシ類  200～700  

なし  コナカイがラムシ類  L／10a  

カメムシ類  

ケムシ類   

すもも   アデラムシ類   4000借  
収楼3日前  

まで   

アデラムシ類  

モモハモク◆畑◆  2000～  

シンクイムシ類  4000倍  
もも  

収穫7日前  
加仏シ類  まで  

コがネムシ類  2000倍   

川   



（1）160％クロチアニジン水溶剤（つづき）   

クロチアニジ  
本邦の  

作物名  適用病害虫名  希釈倍率   
使用  

ンを含む農薬  
使用回数   方法  

の総使用回数   

オウトウショウシ～ヨウハヤェ   収穫前日  

おうとう  2000倍   2回以内   2回以内   

カメムシ類  まで  

収穫7日前  
うめ   アデラムシ類  

まで   
カメムシ類  2000～  

ケムシ類   4000倍  
収穫前日ま   

ぶどう   
で  

フタテンヒメヨコハ～ィ  

ミカンハ～ェ  3回以内  

ミカンキシ■ラミ   
2000倍  

かんきつ  アデラムシ類  200～700  

（みかんを  
散布  

L／10a  

除く  3回以内  
アサ～ミウマ類  

ケシキスイ類  

ニアかナムク■リ  
2000～  

収穫7日前  

ツノロウムシ  
4000倍  

まで  

コナカイがラムシ類  

コ○マタヤラカミキリ  4回以内  

カメムシ類  （樹幹散布は  

みかん  
アケ○ハ類  1回以内、  

アカマルカイがラムシ  散布後は3回  

ミカンハ～ェ  以内）  

ミカンキシ÷テミ   

2000倍  

ミカンハモク○りが   

100mL／樹  収穫150日 前まで   
1回   

樹幹  

かんきつ  ミカン／、モク÷りが  20倍  
10～  

春芽・夏芽  
散布  

（苗木）  コ◆マタケラカミキリ  又は秋芳  

100mL／樹    の発生前   

カキ／ヒメヨコハ÷ィ  4000倍   
3回以内  

チャノキイロアサ÷ミウマ  
3回以内  

カキクデアサ÷ミウマ  200～700  
かき  

まで  
散布  

コナカイがラムシ類  L／10a   
4000倍  

カキノヘダムシが  

カメムシ類   



（1）16．0％クロチアニジン水溶剤（つづき）  

クロチアニジ  

作物名  適用病害虫名  希釈 倍率  使用液量   使用時期   
本剤の   使用    ンを含む農薬  

使用回数   方法    の総使用回数   

マンゴー   
アサやミウマ類  収穫7日前ま   

コナカイがラムシ類   で   

いちじく   アサ～ミウマ類  2000～  

アデラムシ類  
4000倍   

200～700  
モモハモクやりが  

L／10a  
ネクタリン    シンクイムシ類  

カメムシ類  収穫3日前  

コがネムシ類   2000倍   まで  

3回以内   3回以内  

あんず   アデラムシ類   4000倍   

散布  

とうがん  ミナミキイロアサさミウマ   

100～300  

L／10a   

食用へちま  アデラムシ類  2000倍  
収穫前日  

まで   

パパイヤ   
ナがカタカイがラムシ  200～700  

ヒラタカタカイがラムシ  L／10a   まで   

チャノキ小アサ～ミウマ  

2000～  
チャ／ミド旺メ氾ハ○ィ  200～400  

茶  4000倍  
チャノホリが  L／10a   

摘採7日前まで  1回  1回  

コミカンアブ0ラムシ  4000倍   

12   



（2）1．0％クロチアニジン1キロ粒剤  

クロチアニジ  

作物名  適用病害虫名  使用量  使用時期   
本剤の  

使用方法   ンを含む農薬  
使用回数  

の総使用回数   

4回以内  

稲  
ウンカ類 ツマク～ロヨコハ÷ィ   

3回以内   散布  （但し本田期は3  

回以内）   

（3）0．50％クロチアニジン粒剤  

！本剤の  クロチアニジ  

作物名  適用病害虫名   使用量   使用時期   ∈使用  

回数   の総使用回数   

ウンカ類  
3kg／10a   

ツマク○ロゴコハ～ィ  

収穫7日前  
稲  3回以内  散布   

まで  4回以内  
鋸ムシ類   3～4kg／10a   

（育苗箱散布は1  
育苗箱  育苗箱の  

移植3日前  回以内、本田では  
稲   イネドロオイムシ    （30×60×3cm、  苗の上か   

3回以内）  
（箱育苗）  イネミス～リ○ウムシ  使用土壌約5L）  ら均一に  

1箱当り50g  
移植当日   

散布する   

コナシ○ラミ類  
4回以内  

アデラムシ類  1g／株   育苗期後半  株元処理   （育苗期の株元  

ミナミキイロアザミウマ  処理及び定植時  
きゆうり  

コナゾラミ類   1～2g／株   の土壌混和は合  

アデラムシ類   1～2g／株  計1回以内、散布  

ミナミキ小アサヾミウマ   2g／抹   
は3回以内）  

定植時  1回  
植穴処理  

土壌混和  4回以内  

アデラムシ類  （定植時の土壌  
すいか  1～2g／株  

ミナミキイロアサ～ミウマ  混和は1回以内、  

散布は3回以内）   

アデラムシ類  
育苗期後半  株元処理   4回以内  

コナシ○ラミ類   1g／株  
（育苗期の株元  

コナシ■ラミ類  

メロン  
処理及び定植時  

アデラムシ類   1～2g／株  

定植時  
の土壌混和は合  

ミナミキイロアサ～ミウマ  計l回以内、散布  

トマトハモク～リハ■ェ   

2g／株   
は3回以内）  

13   



（3）0．50％タロチアニジン粒剤（つづき）   

本剤の  クロチアニジ  

作物名   適用病害虫名   使用量   使用時期  使用  

回数   の総使用回数   

アデラムシ類  4回以内  

コナシ○ラミ類   
育苗期後半   株元処理  

（育苗期の株元  

処理及び定植時  
なす  1g／株  

の土壌混和は合  
アデラムシ類  

計1回以内、散布  
マメハモク○リハ～ェ  定植時  

は3回以内）  
コナシ～ラミ類  

1～2g／株  
4回以内  

（鉢上時の株元処  

アデラムシ類  
1g／株   

育苗期後半  
株元処理  

理、育苗期後半の  
トマト  

コナシ○ラミ類  
鉢上時  

株元処理及び定  
ミニトマト  

植時の土壌混和  

トマトハモク●リハヾェ   2g／株   定植時  
は合計1回以内、  

散布は3回以内）  

3回以内  

播溝処理  
だいこん   3～6kg／10a   は種時  

土壌混和  

1回  
は種後は2回以内）   

アデラムシ類  

3回以内  
レタス  

（育苗期の株元  
0．5g／株   育苗期後半  株元処理  

処理は1回以内、  
非若球レタス   

散布は2回以内）  

覆土後セル  

アデラムシ類  
は種時  

成型育苗トレイ  
0．25g／株  

ハイマダラノメイが  の上から  

散布する   
3回以内  

（は種時の散布、  
ネ椚ムシ類  

育苗期の株元処理  

キャベツ  
コナが  

0．5g／株   育苗期後半  及び定植時の  
アオムシ  

土壌混和は  
ハイマタ●ラノメイが  

合計1回以内、  
アデラムシ類   1g／株   

散布は2回以内）  
／イマダラノメイが   1～2g／株  

定植時  
植穴処理  

コナが  土壌混和  
2g／株   

アオムシ  

14   



（3）0．50％クロチアニジン粒剤（つづき）  

本剤の  ！クロチアニジ  

作物名   適用病害虫名   使用量   使用時期   使用回  

数   の総使用回数   

覆土後セル  

アデラムシ類  
0．25g／株   は種時   

成型育苗トレイ  

／イマダラノメイが   の上から  4回以内  

散布する  
（は種時の散布、  

コナが  育苗期後半の株  

ブロッコリー  
アオムシ  0．5g／株  n よ  株元処理  

元処理及び定植  

アデラムシ類  時の土壌混和は  
毒1回  

合計1回以内、散  
アフヾラムシ類   1g／株  

布は3回以内）  

コナが  定植時   

2g／株  土壌混和  
アオムシ  

6kg／10a   植付時  
植溝処理  4回以内  

ねぎ  ネキ～ァサヾミウマ  

土壌混和   （植付時の植溝  

（露地栽培）  ネキ÷ハモク～リハ～ェ  

処理は1回以内、  

株元散布は  
3～6kg／10a   

収穫21日前 まで  2回以内  株元散布   2回以内）  

4回以内  

ばれいしょ   アブ～ラムシ類   

植溝処理  

植付時   
土壌混和  

6kg／10a  1回  
植付後は3回以内）   

コがネムシ類  
作条処理  

かんしょ  土壌混和   
1回  

アデラムシ類  育苗期  抹元処理   

3回以内  

育苗期後半   株元処理   （育苗期の株元  

ピーマン   
処理及び定植時  

の土壌混和は合  

アデラムシ類   1g／抹  1回  計1回以内、散布  

は2回以内）  
定植時   

土壌混和   

いちご  1回   
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（3）0．50％クロチアニジン粒剤（つづき）  

クロチアニジ  

作物名  適用病害虫名   使用量   
使用時期  本剤の 使用回数   使用方法  ンを含む農薬  

の総使用回数   

かんきつ  10～20g／樹   育苗期  3回以内   
（苗圃）   

株元散布   3回以内   

げっきつ   ミカンキシ○ラミ   30～40g／株  発生初期  4回以内   
生育期  

4回以内   
株元処理  

さとうきび  ハ拍～ネムシ類   4～6kg／10a   植付時   1回   
植溝処理  

土壌混和   
1回   

れんこん  クワイクビレアデラムシ   6kg／10a   
収穫7日前 まで  3回以内   

湛水散布   3回以内   

わけぎ  

値地栽培）  ネキ～ァサ■ミウマ  

3～6kg／10a   
あさつき  

収楼21日  株元散布   2回以内   
前まで   

傭地栽培）  

（4）0．15％クロチアニジン粉剤DL  

クロチアニジ  
適用  

使用数   
本剤の  

作物名  
病青虫名  

使用時期  
使用回数   

使用方法  ンを含む農薬  

の総使用回数   

ケンカ類  

ツマクーロヨコハ’イ  4回以内  

稲  
カメムシ類   

収穫7日前章で   
（育苗箱散布は  

イナコ～類   4kg／10a  1回以内、本田では  

3回以内   散布  3回以内）  

イネド吋イムシ ブタオピコヤが   3kg／10a   

アデラムシ類  

だいず  カメムシ類  4kg／10a   収穫7日前まで  3回以内  

乃スシ○ヒメハムシ  



（5）1．5％クロチアニジン箱粒剤  

クロチアニジ  

作あ名  適用病害虫名   使用量   使用時期  本剤の 使用回数   使用方法  ンを含む農薬  

の総使用回数   

ウンカ類  

ツマグヾロ］コハヾィ  

イネミスナデウムシ  
育苗箱  4回以内  

（30×60×3cm、  
育苗箱の上  

稲  
イネドロオイムシ  1回   から均一に  

（育苗箱■散布は  

（箱育苗）  使用土壌約5L）  移植3日前 ～  

移植当日  
1回以内、本田で  

ニカメイチュウ  
1箱当り50g  

ブタオヒ～コヤが  

散布する。   
は3回以内）   

イネヒメハモク÷リハ÷ェ  

（6）0．50％クロチアニジンH粉剤DL  

クロチアニジ  

作物名  適用病害虫名   使用量   使用時期   本剤の   使用方法   ンを含む農薬  
使用回数  

の総使用回数   

カメムシ類  

ケンカ類  

ツマグロヨコハナィ  4回以内  

イナコ■類  3～4kg／10a   （育苗箱散布は  
稲  収穫7日前まで   

イネットムシ  1回以内、本田で  

＝カメイチュウ  は3回以内）  

ブタオヒ～コヤが  
3回以内   散布  

イネドロオイムシ   3kg／10a   

マメシンクイが   4kg／10a   

だいず  アデラムシ類  
収穫7日前まで  3回以内  

カメムシ類  3～4kg／10a   

ブタスシナヒメハムシ  
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（7）20．0％クロチアニジン水和剤（フロアブル）  

適用  
タロチアニジ  

本剤の  
作物名  

病害虫名   
希釈倍率  使用液量   

使用時期   使用回数   
使用方法   ンを含む農薬  

の総使用回数   

イナコ寸類  

ケンカ類  
5000倍   

60～150  

ツマク～ロココハ～ィ  L／10a   
散布   

カルシ類  

ウγカ類  4回以内  

ツマク÷ロヨコハヤィ  90倍   3L／10a  
収穫14日前  空中散布  

（育苗箱散布  

稲  カメムシ類  
まで   

は1回以内、  

本田では3回  

24倍  800mL／10a  
無人ヘリコアタ  以内）  

ウンカ類  一による  

カメムシ類  散布  

1250倍  25L／10a  3回以内  散布   

アデラムシ類  
2500～  100～300  

カルシ類  
5000倍  L／10a   まで  

散布   

マメシンクイが  
だいず  

無人ヘリコ  
3回以内  

アデラムシ類  
24倍  800mL／10a   

カメムシ類  
ブタ一によ  

る散布   

収穫7日前  4回以内  

まで  
100～300  

（植付時の土  

ぱれいしょ  アデラムシ類   5000倍  
L／10a  

散布  壌混和は1回  

以内、植付後  

では3回以内）   
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6．作物残留試験結果  

（1）分析の概要   

① 分析対象の化合物  

。クロチアニジン  

② 分析法の概要  

試料をアセトンで抽出し、多孔性ケイソウ土カラム、中性アルミナミニカラム  

及びシリカカートリッジで精製した後、高速液体クロマトグラフにより定量する。  

定量限界0．002～0。05ppm。   

（2）作物残留試験結果   

①稲  

稲（玄米）を用いた作物残留試験（2例）において、2∠稲箱粒剤を50g／箱（移植  

当日育苗施用）、及び16．0％水溶剤の4，000倍希釈液を計3回散布（150L／10a）し  
たところ、散布後13注2）～28日の最大残留量注1）は0．134，0．104ppmであった。た   

だし、この試験鱒、適用範囲内で行われていない。注3）  

稲（玄米）を用いた作物残留試験（2例）において、2用布粒剤を50g／箱（移植  

当日育苗施用）、及び1．0％1キロ粒剤を計3回散布（1kg／10a）したところ、散布  
後13注2）・～28日の最大残留量は〈0．004，0．026ppmであった。ただし、この試験は、  

適用範囲内で行われていない。  

稲（玄米）を用いた作物残留試験（2例）において、2用布粒剤を50g／箱（移植   

当日育苗施用）、及び0．15％粉剤DLを計3回散布（4kg／10a）したところ、散布後   
13注2）～28日の最大残留量は0．048，0．023ppmであった。ただし、この試験は、  

適用範囲内で行われていない。   

稲（玄米）を用いた作物残留試験（2例）において、2胡箱粒剤を50g／希（移植  

当日育苗施用）、及び0．5％粒剤を計3回散布（4kg／10a）したところ、散布後14～  

22日の最大残留量は0．02，く0．01ppmであった。ただし、この試験は、適用範囲  

内で行われていない。   

稲（玄米）を用いた作物残留試験（2例）において、16．0％水溶剤の200倍希釈液  

を0．5L／箱皮びZ卿を物／好（移植当日育苗施用）、並びに0．5％粉剤DLを  

計3回散布（4kg／10a）したところ、散布後14～28日の最大残留量は0．07，0．09ppm  

であった。ただし、この試験は、適用範囲内で行われていない。  

稲（玄米）を用いた作物残留試験（2例）において、16．0％水溶剤の200倍希釈液  
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を0．5L／箱及び2卿を鈎〆好（移植当日育苗施用）、並びに16．0％水溶剤の  

4，000倍希釈液を計3回散布（150L／10a）したところ、散布後14～28日の最大残  

留量は0．14，0．12ppmであった。ただし、この試験は、適用範囲内で行われてい  

ない。   

稲（玄米）を用いた作物残留試験（2例）において、 16．0％水溶剤の200倍希釈液  

を0．5L／箱虔びZ卿を殉〆符（移植当日育苗施用）、並びに0．5％粒剤を計3  
回散布（4kg／10a）したところ、散布後14～28日の最大残留量は0．01，0．02ppm  

であった。ただし、この試験は、適用範周内で行われていない。  

稲（玄米）を用いた作物残留試験（2例）において、 16．0％水溶剤の200倍希釈液  

を0．5L／箱．及びZ卿を物／紆（移植当日育苗施用）、並びに20．0％フロアプ  

ルの5，000倍希釈液を計3回散布～（150L／10a）したところ、・散布後14～28日の最  

大残留量は0．12，0．13ppmであった。ただし、この試験は、適用範囲内で行われ  

ていない。   

稲（玄米）を用いた作物残留試験（3例）において、 16．0％水溶剤の200倍希釈液  

を0．5L／箱及びZ威森乾訝を相好（移植当日育苗施用）、並びに20．0％フロアプ  

ルの24借希釈液を計3又は4回RCH散布（0．8L／10a）したところ、散布後14～28  

日の最大残留量は0．04，0．16，0．16ppmであった。ただし、この試験は、適用範  

囲内で行われていない。  

稲（玄米）を用いた作物残留試験（2例）において、16．0％水溶剤の200倍希釈液  

を0．5L／希虐び之碗財を‘弼〆静（移植当日育苗施用）、並びに16．0％水溶液の  

1，000倍希釈液を3回散布（25L／10a）したところ、散布後7～28日の最大残留量  

は0．10，0．07ppmであった。ただし、この試験は、適用範囲内で行われていない。  

稲（玄米）を用いた作物残留試験（2例）において、之胡箱粒剤を50g／希及び20％  

フロアプル剤の1250倍希釈液を3回散布（25L／10a）したところ、散布後7～21  

日の最大残留量は0．15，0．21ppmであった。ただし、この試験は、適用範囲内で  

行われていない。   

稲（稲わら）を用いた作物残留試験（2例）において、之胡箱粒剤を50g／箱（移  

植当日育苗施用）、及び16．0％水溶剤の4，000倍希釈液を計3回散布（150L／10a）  

したところ、散布後13注2）～28日の最大残留量は0．11，0．132ppmであった。た  

だし、この試験は、適用範周内で行われていない。  

稲（稲わら）を用いた作物残留試験（2例）において、Z胡誇粒剤を50g／箱（移  

植当日育苗施用）、及び1．0％1キロ粒剤を計3回散布（1kg／10a）したところ、散  

布後13注幻～28日の最大残留量は0．118，0．176ppmであった。ただし、この試験  
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は、適用範囲内で行われていない。   

稲（稲わら）を用いた作物残留試験（2例）において、2胡箱粒剤を50g／箱（移  

植当日育苗施用）、及び0．15％粉剤DLを計3回散布（4kg／10a）したところ、散布  

後13注2）～28日の最大残留量は0．12，0．142ppmであった。ただし、この試験は、  

適用範囲内で行われていない。   

稲（稲わら）■を用いた作物残留試験（2例）において、2調箱粒剤を50g／箱（移  

植当日育苗施用）、及び0．5％粒剤を計3由散布（4kg／10a）したところ、散布後14  

～22日の最大残留量は0．72，0．26ppmであった。ただし、この試験は、適用範囲  

内で行われていない。   

稲（稲わら）を用いた作物残留試験（2例）において、16．0％水溶剤の200倍希釈  

液を0．5L／箱屋びZ脚を粥〆静（移植当日育苗施用）、並びに0．5％粉剤DL  

を計3回散布（4kg／10a）したところ、散布後14～28日の最大残留量は0．28，2．75  

ppmであった。ただし、この試験は、適用範囲内で行われていない。  

稲（稲わら）を用いた作物残留試験（2例）において、 16．0％水溶剤の200倍希釈  

液を0．5Ⅰノ箱屋び2脚を物／符（移植当日育苗施用）、並びに16．0％水溶剤  

の4，000倍希釈液を計3回散布（150L／10a）したところ、散布後14～28日の最大  

残留量は0．18，0．78ppmであった。ただし、この試験は、適用範囲内で行われて  

いない。   

稲（稲わら）を用いた作物残留試験（2例）において、 16．0％水溶剤の200倍希釈  

液を0．5L／箱虔び2脚を物／紆（移植当日育苗施用）、並びに0．5％粒剤を  

計3回散布（4kg／10a）したところ、散布後14～28日の最大残留量は0．17，2．16ppm  

であった．。ただし、この試験は、適用範囲内で行われていない。  

稲（稲わら）を用いた作物残留試験（2例）において、 16．0％水溶剤の200倍希釈  

液を0．5L／箱及び之卿を堀野（移植当日育苗施用）、並びに20．0％フロア  

ブルの5，000倍希釈液を計3回散布（150L／10a）したところ、散布後14～28日の  

最大残留量は0．12，1．02ppmであった。ただし、この試験は、適用範囲内で行わ  

れていない。   

稲（稲わら）を用いた作物残留試験（3例）において、16．0％水溶剤の200倍希釈  

液を0．5L／箱及び2卿をJ昭g／静（移植当日育苗施用）、並びに20．0％フロア  

ブルの24倍希釈液を計3又は4回RCH散布（0．8L／10a）したところ、散布後14  

～28日の最大残留量は0．81，2．57，2．28ppmであった。ただし、この試験は、適  

用範囲内で行われていない。  
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稲（稲わら）を用いた作物残留試験（2例）において、 16．0％水溶剤の200倍希釈  

液を0．5L／箱虔びヱ卿を∂鯛（移植当日育苗施用）、並びに16．0％水溶液  

の1，000借希釈液を3回散布（25L／10a）したところ、散布後7～28日の最大残留  

量は1．47，0．79ppmであった。ただし、この試験は、適用範周内で行われていな  

い。   

稲（稲わら）を用いた作物残留試験（2例）において、Z用箱粒剤を50g／箱及び  

20％フロアプル剤の1250倍希釈液を計4回散布（25L／10a）したところ、散布後7  

～21日の最大残留量は0．4013．51ppmであった。ただし、この試験は、適用範囲  

内で行われていない。  

②だいず  

だいず（乾燥子実）を用いた作物残留試験（2例）において、α脚をβね〃ぬ   

醐砂、虜び16．鍋水溶剤の2，000倍希釈液を計3回散布（150，   

200L／10a）したところ、散布後7～21日の最大残留量は0．01，く0．01ppmであっ   

た。ただし、この試験は、適用範周内で行われていない。  

だいず（乾燥子実）を用いた作物残留試験（2例）において、仇親好をβ他〃ぬ   

「静粛囁声鮪狩勉費土鮒、及び0．5％H粉剤DLを計4回又は3回散布（4・kg／10a）   

したところ、散布後7～21日の最大残留量はく0．01，く0．01注射pptnであった。ただ   

し、この試験は、適用範囲内で行われていない。   

だいず（乾燥子実）を用いた作物残留試験（2例）において、α磯材を♂他〃ぬ   

醐也壁土靡滋府ノ、戌び20．0％フロアプルの2，500倍希釈液を計3回散  

布（200，250L／10a）したところ、散布後7～21日の最大残留量はく0．01，〈0．01ppm  

であった。ただし、この試験は、適用範囲内で行われていない。  

だいず（乾燥子実）を用いた作物残留試験（2例）において、α漉訝を♂鹿〃ぬ   

僧職也空士紛、及び20．0％フロアプルの20～24倍希釈液を計4回散  

布（0，8L／10a）したところ、散布後7～28日の最大残留量はく0．01，く0．01ppmで  

あった。ただし、この試験は、適用範囲内で行われていない。  

③ばれいしょ  

ばれいしょ（塊茎）を用いた作物残留試験（2例）において、0．5瑚泣剤を6kg／10a   

（播種前播種溝処理土壌混和）、及び16．0％水溶剤の2，000倍希釈液を計3回散布   

（150L／10a）したところ、散布後7～21日の最大残留量は0．002，0．016ppEnであ   

った。  

ばれいしょ（塊茎）を用いた作物残留試験（2例）において、0．5％粒剤を6kg／10a  

（植付時植溝処理土壌混和）、及び20．0％フロアプルの之尻軒店希釈液を計3回散  
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布（200，250L／10a）したところ、散布後7～21日の最大残留量はく0．01，0．01ppm  

であった。ただし、この試験は、適用範囲内で行われていない。   

ばれいしょ（塊茎）を用いた作物残留試験（2例）において、0．5％粒剤を6kg／10a  

（植付時植溝処理土壌混和）、及び16．0％水溶剤の1，000倍希釈液を計3回散布  

（25L／10a）したところ、散布後7～21日の最大残留量は0．03，く0．01ppmであっ  

た。  

④かんしょ  

かんしょ（塊根）を用いた作物残留試験（2例）において、0．5％粒剤を勉〃飴、   

定植時作条処理土壌混和として1回用いたところ、散布後104～116日の最大残留   

量はく0．01，く0．01ppmであった。ただし、この試験は、適用範囲内で行われてい   

ない。  

（9てんさい  

てんさい（根部）を用いた作物残留試験（2例）において、16．0％水溶剤の100倍希   

釈液を計1回定植時苗床港注（1L／冊）したところ、散布後160～175日の最大残   

留量はく0．01，く0．01ppmであった。  

てんさい（根部）を用いた作物残留試験（2例）において、2αク％フロアフ：ルの原   

産をノ頗子コーティング存戯迦∽♂¢♂♂♂ペレッ′産子ノ、16．0％水溶剤の100   

倍希釈液を1回定植前苗床港注（1L／冊）及び2000倍希釈液を3回散布（200，   

即乱／10a）したところ、散布後14ん30日の最大残留量はく0．01，0．02ppmであっ   

た。ただし、この試験は、適用範囲内で行われていない。  

⑥だいこん  

だいこん（根部）を用いた作物残留試験（2例）において、0，5％粒剤を6kg／10a   

（播種前播種溝処理土壌混和）、及び16．0％水溶剤の2，000倍希釈液を計2回散布   

（150，200L／10a）したところ、散布後7～14日の最大残留量は0．016，0．014ppm   

であった。   

だいこん（菓部）を用いた作物残留試験（2例）において、0．5％粒剤を6kg／10a  

（播種前播種溝処理土壌混和）、及び16．鴎水溶剤の2，000倍希釈液を計2回散布  

（150，200L／10a）したところ、散布後7～14日の最大残留量は0．84，2．26ppm  

であった。   

だいこん（つまみ菜）を用いた作物残留試験（1例）において、0．5％粒剤を6kg／10a  

（播種前播種溝処理土壌混和）したところ、散布後10日の最大残留量は0．48ppm  

であった。  
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だいこん（間引き菜）を用いた作物残留試験（1例）において、0．5％粒剤を6kg／10a  

（播種前播種溝処理土壌混和）したところ、散布後22日の最大残留量は0．14ppm  
であった。  

⑦キャベツ  

キャベツ（菓球）を用いた作物残留試験（2例）において、0．5％粒剤を2g／株（定   

植時植穴処理土壌混和）、及び16．0％水溶剤の2，000倍希釈液を計2回散布（200，   
300L／10a）したところ、散布後3～14日の最大残留量は0．18，0．16ppmであった。   

（診レタス  

レタス（茎葉）を用いた作物残留試験（2例）において、0，5％粒剤を融紆儲   

舶土靡蕗秒、及び16．0％水溶剤の2，000倍希釈液を計2回散布（200，   
300L／10a）したところ、散布後3～14日の最大残留量は0．58，1．33ppmであった。   

ただし、この試験は適用範囲内で行われていない。  

⑨ねぎ  

ねぎ（茎葉）を用いた作物残留試験（2例）において、0．5％粒剤を6kg／10a、定植   

時植溝処理土壌混和として1回、炭売掛有とLて㌢厨祈節したところ、散布後3   

～14日の最大残留量は0．05，0．14ppmであった。ただし、これらの試験は適用範   

囲内で行われていない。  

ねぎ（茎葉）を用いた作物残留試験（2例）において、0．5％粒剤を1回播種前播種   

溝処理土壌混和（6kg／10a）、及び16．0％水溶剤の2，000倍希釈液を幻河野有（200，  

150L／10a）したところ、散布後3～14日の最大残留量は0．09，0．13pprnであった。   

ただし、これらの試験は適用範囲内で行われていない。   

⑩トマト  

トマト（果実）を用いた作物残留試験（2例）において、0．5％粒剤を2g／株（定植   

時植穴処理土壌混和）、及び16．0％水溶剤の2，000借希釈液を計3回散布（250L／10a）   

したところ、散布後1～7日の最大残留量は0．226，0．120ppmであった。   

⑪ピーマン  

ピーマン（果実）を用いた作物残留試験（2例）において、0．5％粒剤を2〝冴（定   

植時棟穴処理土壌混和）、及び16．硝水溶剤の2，000倍希釈液を計2回散布（200，150   

～200L／10a）’したところ、散布後1～7日の最大残留量は1．21，1．02ppmであっ   

た。ただし、この試験は、適用範囲内で行われていない。   

⑳なす  

なす（果実）を用いた作物残留試験（2例）において、0．5％粒剤を2g／株（定植   

時植穴処理土壌混和）、及び16．0％水溶剤の2，000倍希釈液を計3回散布（162．5  
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～200，200L／10a）したところ、散布後1～7日の最大残留量は0．290，0．379ppm  

であった。ただし、この試験は、適用範囲内で行われていない。  

⑬きゆうり  

きゆうり（果実）を用いた作物残留試験（2例）において、0．5％粒剤を2g／株（定   

植時植穴処理土壌混和）、及び16．0％水溶剤の2，000倍希釈液を計3回散布（300，   

200L／10a）したところ、散布後1～7日の最大残留量は0，695，0．224ppmであっ   

た。  

⑭メロン  

メロン（果実）を用いた作物残留試験（2例）において、0，5％粒剤を2g／株（定植   

時植穴処理土壌混和）、及び16．0％水溶剤の2，000倍希釈液を計3回散布（250，   

300L／10a）したところ、散布後1～7日の最大残留量は0．038，0。012ppmであっ   

た。  

⑮すいか  

すいか（果実）を用いた作物残留試験（2例）において、0．5％粒剤を2g／株（定   

植時植穴処理土壌混和）、及び16．0％水溶剤の2，000倍希釈液を計3回散布（250，   

300L／10a）したところ、散布後1～7日の最大残留量は0．022，0．011ppmであっ   

た。  

⑯温州みかん  

温州みかん（果肉）を用いた作物残留試験（2例）において、16．0％水溶剤の2，000   

倍希釈液を計3回散布（400L／10a）したところ、散布後7～21日の最大残留量は   
0．246，0．086ppmであった。  

温州みかん（果皮）を用いた作物残留試験（2例）において、16．0％水溶剤の2，000   

倍希釈液を計3回散布（400L／10a）したところ、散布後7～21日の最大残留量は   

3．24，1．09ppmであった。  

温州みかん（果肉）を用いた作物残留試験（2例）において、 16，0％水溶剤の20   

倍希釈液を1回樹幹散布〔お之ノヱ滋／万ぬノ及び2000倍希釈液を計3回散布（666，   

800L／10a）したところ、散布後7～21日の最大残留量は0．02，0．08ppmであった。   

ただし、この試験は、適用範囲内で行われていない。   

温州みかん（果皮）を用いた作物残留試験（2例）において、 16．0％水溶剤の20  

倍希釈液を1回樹幹散布（忽名ノユ忍／プぬノ及び2000倍希釈液を計3回散布（666，  

800L／10a）したところ、散布後7～21日の最大残留量は0．74，2．96ppmであった。  

ただし、この試験は、適用範囲内で行われていない。  
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⑰なっみかん  

なっみかん（果肉）を用いた作物残留試験（2例）において、16．0％水溶剤の2，000   

倍希釈液を計3回散布（500L／10a）したところ、散布後7～21日の最大残留量は   

0．023，0．292ppmであった。  

なっみかん（果皮）を用いた作物残留試験（2例）において、16．0％水溶剤の2，000   

倖希釈液を計3回散布（500L／10a）したところ、散布後7～21日の最大残留量は   

0．362，2．18ppmであった。  

なっみかん（果実）注5）を用いた作物残留試験（2例）において、 16．0％水溶剤の   

2，000倍希釈液を計3回散布（500L／10a）したところ、散布後7～21日の最大残留   

量は0．118，0．726ppmであった。   

⑱すだち  

すだち（果実）を用いた作物残留試験（1例）において、16．0％水溶剤の2，000倍   

希釈液を計3回散布（500L／10a）したところ、散布後7～21日の最大残留量は0．297   

ppmであった。   

⑲かぼす  

かぼす（果実）を用いた作物残留試験（1例）において、16．0％水溶剤の2，000倍   

希釈液を計3回散布（500L／10a）したところ、散布後7～21日の最大残留量は0．204   

ppmであった。  

⑳りんご  

りんご（果実）を用いた作物残留試験（2例）において、16．0％水溶剤の2，000倍   

希釈液を計3回散布（500L／10a）したところ、散布後7～21日の最大残留量は0．155，   

0．042ppmであった。  

りんご（果実）を用いた作物残留試験（2例）において、16．0％水溶剤の2，000倍   

希釈液を計3回散布（350，400L／10a）したところ、散布後1～7日の最大残留量   

は0．15，0．06ppmであった。  

㊧なし  

なし（果実）を用いた作物残留試験（2例）において、16．0％水溶剤の2，000倍希   

釈液を計3回散布（300，500L／10a）したところ、散布後1～14日の最大残留量は   

0．39，0，18ppmであった。  

⑳もも  

もも（果肉）を用いた作物残留試験（2例）において、 16．凋水溶剤の2，000倍希   

釈液を計3回散布（400L／10a）したところ、散布後7～21日の最大残留量は0．124，  
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0．084ppmであった。   

もも（果皮）を用いた作物残留試験（2例）において、16．0％水溶剤の2，000倍希  

釈液を計3回散布（400L／10a）したところ、散布後7～21日の最大残留量は1．00，  

2．04ppmであった。  

⑳うめ  

うめ（果実）を用いた作物残留試験（2例）において、16．鵬水溶剤の2，000倍希   

釈液を計3回散布（700，500～β侃／10a）したところ、散布後7～28日の最大残   

留量は0．97，1．12ppmであった。なお、500～♂♂乱／10a散布された1例について   

は、適用範囲内で試験が行われていない。   

⑳おうとう  

おうとう（果実）を用いた作物残留試験（2例）において、16．0％水溶剤の2，000   

倍希釈液を計2回散布（625，500L／10a）したところ、散布後1～14日の最大残留   

量は1．08，1．96ppmであった。   

⑬ぶどう  

ぶどう（果実）を用いた作物残留試験（2例）において、16．0％水溶剤の2，000倍   

希釈液を計3回散布（300L／10a）したところ、散布後14～56日の最大残留量は   

0．5鵬（大粒種），1．43（小粒種）ppmであった。  

ぶどう（果実）を用いた作物残留試験（2例）において、 16．0％水溶剤の2，000倍   

希釈液を計3回散布（300L／10a，400L／10a）したところ、散布後1～56日の最大残   

留量は0．66，1．00ppmであった。  

⑳かき  

かき（果実）を用いた作物残留試験（2例）において、16．0％水溶剤の2，000倍希   

釈液を計3回散布（400，500L／10a）したところ、散布後7～21日の最大残留量は   

0．11，0．14prⅧであった。  

⑳茶  

茶（荒茶）を用いた作物残留試験（3例）において、16．0％水溶剤の2，000倍希釈   

液を計1回散布（400L／10a）したところ、散布後7～21日の最大残留量は37．6，2．42，   

9．92pp【Pであった。   

茶（浸出液）を用いた作物残留試験（3例）において、 16．0％水溶剤の2，000倍希  

釈液を計1回散布（400L／10a）したところ、散布後7～21日の最大残留量は36．4，  

2．27，8．70ppmであった。  
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